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総合老人福祉施設

〔梁JIIホーム運営理念〕
安全・安心・ゆとりの

1梁川ホームは、利用者の主体

性と自主性を尊重し、人間とし

ての噂厳に根ざした介護を進
めます。

1.梁川ホームは、家族・地域社

会との連携を密にし、あたたか

い家庭的環境を築きます。



第62号 (2)り梁川ホームだよ令和 3年4月22日

梁川ホーム運営理念の具現化への第ー歩

平
成

9
年
に
開
所
し
た
梁

川
ホ
ー
ム
も

M
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
今
年
は
東
日
本
大

震
災
か
ら
川
年
と
い
う
節
目

の
年
で
も
あ
り
、
気
持
ち
を

新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

梁
川
ホ
ー
ム
で
は
今
年
度
も

信
達
福
祉
会
の
運
営
理
念

『安

全
・
安
心
・
ゆ
と
り
』
に
向

か
い
、
全
事
業
一
丸
と
な
っ

て
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

今
号
で
は
梁
川
ホ
ー
ム
の

令
和
3
年
度
事
業
計
画
に
つ

い
て
説
明
い
た
し
ま
す
。

-
近
年
の
高
齢
化
や
高
齢
世

帯
・
一
人
暮
ら
し
世
帯
の

増
加
、
中
山
間
地
域
な
ど

で
の
急
激
な
人
口
減
少
な

ど
、
地
域
に
お
け
る
高
齢

者
介
護
に
期
待
さ
れ
る
役

割
を
果
た
す
こ
と

-
ハ
ム
益
性
・
非
営
利
性
の
高

い
社
会
福
祉
法
人
の
役
割

と
し
て
、
地
域
の
様
々
な

福
祉
へ
の
需
要
に
対
応
し

て
い
く
た
め
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
、
人
材
の
確

保
、
経
営
基
盤
の
安
定
と

継
続
、
感
染
症
や
災
害
時

の
業
務
継
続
な
ど
、
安
定

し
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
継

続
提
供
す
る
務
め
を
果
た

す
乙
と

と
れ
ら
の
地
域
の
期
待
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
「
尊
厳
に

根
ざ
し
た
介
護
」
、
「
介
護
人

材
の
確
保
と
育
成
」
、
「
法
人

経
営
の
安
定
」
を
基
本
方
針

と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

昨
年
度
の
「
権
利
擁
護
」

に
つ
い
て
は
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
梁
川
ホ
ー

ム
は
利
用
者
や
家
族
か
ら
の

相
談
等
に
、
施
設
と
在
宅
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
で
日
々
対
応
し

て
お
り
、
地
域
の
高
齢
者
の

権
利
擁
護
に
関
わ
る
相
談
業

務
に
つ
い
て
は
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
関

係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
介
護
、
看
護
、
栄
養
、

機
能
訓
練
な
ど
多
職
種
に
よ

る
チ
ー
ム
ケ
ア
で
、
利
用
者

の
で
き
る
力
を
引
き
出
し
支

援
す
る
と
と
、
認
知
症
状
の

あ
る
方
や
看
取
り
と
な
っ
た

方
も
住
み
な
れ
た
地
域
で
、

最
期
ま
で
自
分
ら
し
い
生
活

を
送
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

努
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
よ
り
良
い
サ
ー
ビ

ス
や
ケ
ア
を
提
供
す
る
た
め

に
、
人
材
の
育
成
に
取
り
組

み
、
さ
ら
に
専
門
職
と
し
て

の
資
質
向
上
を
図
り
ま
す
。

法
人
経
営
の
安
定
に
つ
い
て

は
経
費
節
減
の
取
組
み
を
継

続
す
る
ほ
か
、
地
域
の
関
係

機
関
・
団
体
と
の
連
携
を
図

リ
、
安
全
確
保
の
強
化
に
努

め
、
地
域
に
貢
献
し
、
選
ば

れ
る
施
設
と
な
る
よ
う
事
業

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。



(3)第62号

施
設
で
の
勤
務
が
始
ま
り
ま

す
が
、
現
場
業
務
と
並
行
し

て
約
1
ヵ
月
間
の
新
人
研
修

も
行
い
ま
す
。

研
修
内
容
は
、
「
介
護
技
術
」

だ
け
で
な
く
「
認
知
症
の
理

解
」
や
「
介
護
保
険
制
度
の

令和 3年4月22日

「 新しい職員が入りました 1 
| 令和3年度辞令交付式 | 

梁川 ホームだよ

令
和
3
年
度
の
辞
令
交
付

式
を

4
月
1
日
に
行
い
ま
し

た
。
今
年
度
は
信
達
福
祉
会

と
し
て
9
名
の
新
採
用
者
を

迎
え
、
佐
藤
理
事
長
よ
り
辞

令
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

交
付
式
後
は
、
配
属
先
の

理
解
」

な
ど
様
々
で
す
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
今
は
感
染
対
策

の
重
要
性
も
あ
り
看
護
師
に

よ
る
「
感
染
症
予
防
対
策
」

に
つ
い
て
の
演
習
も
行
い
ま

し
た
。
感
染
対
策
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
沿
っ
て
講
義
を
受
け
、

併
せ
て
手
洗
い
の
演
習
も
行

い
ま
す
。
ど
の
部
分
に
洗
い

残
し
が
あ
る
の

か
を
目
で
確
認

す
る
事
で
、
感

染
対
策
の
基
本

で
あ
る
手
洗
い

方
法
を
身
に
付

け
ま
し
た
。

今
後
は
、
プ
リ
セ
プ
タ
|

制
度
(
新
人
教
育
シ
ス
テ
ム
)

を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
社
会
人
と
し

て
の
成
長
を
法
人

全
体
で
サ
ポ
ー
ト

し
て
ま
い
り
ま
す
。



第62号 (4)

成
人
の
お
祝
い
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た

特養梁川ホーム

3
月
3
日
に
ひ
な

祭
り
の
行
事
を
行

い
、
ひ
な
壇
の
前
で
写
真
撮
影

を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
各
地
の
成
人
式
が
中
止
や
延

梁川ホームだよ令和 3年4月22日

期
と
な
っ
た
た
め
、

2

名
の
新
成
人
を
お
祝
い

す
る
会
も
一
緒
に
開
催

し
ま
し
た
。

職
員
の
振
り
袖
姿
を

見
て
「
椅
麗
だ
ね
」
と

涙
ぐ
み
な
が
ら
お
祝
い

す
る
利
用
者
様
の
姿
が

み
ら
れ
ま
し
た
。
お
や

つ
の
甘
酒
を
味
わ
い
な

が
ら
、
利
用
者
様
・
職

員
と
も
に
楽
し
く
、
思

い
出
に
残
る
行
事
に

な
り
ま
し
た
。

-中
-成圃作-

て

h
ha

.ね

;
v
F

'

a重

/
F

を

J
白

-bび花の藤

折
り
紙
を
折
る
時
、
細
か

い
部
分
は
両
手
で
折
る
の
も

難
し
い
で
す
が
、
写
真
の
よ

う
に
、
器
用
に
左
手
で
折
り

紙
を
折
る
事
が
で
き
ま
す
。

例
年
で
す
と

2
月
3
日
が

節
分
で
す
が
、
今
年
は

2
月

2
日
の
節
分
に
合
わ
せ
て
豆

こ
れ
ま
で
も
花
や
果
物
、

輪
飾
り
、
多
角
形
な
ど
た
く

さ
ん
作
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

最
近
は
、
ほ
ぼ
毎
日
作
品
作

り
に
取
り
組
み
、
藤
の
花
を

ま
き
を
開
催
し
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
の

た
め
、
鬼
と
も
ソ

l
シ
ャ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
保
ち
、
マ

ス
ク
着
用
に
て
豆
ま

-
J
J
A
L

を
し

作
成
し
、
完
成
し
た
作
品
は

ホ
ー
ム
の
食
堂
に
飾
ら
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
健
康
と
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
収
束
す
る

事
を
願
っ
て
い
ま
す
。



令和 3年4月22日

デイサービスセンター

梁川ホームデイサービスセン

ターでは、一般型のデイサー

ビスを I型、認知症対応型デイ

サービスをE型と

してサービス提供

しています。

R
尚
M
V

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
感
染

予
防
に
努
め
な
が
ら
、
新
ゲ
ー

ム
を
取
り
入
れ
、
楽
し
ん
で
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

梁川ホームだよ

旗
挙
げ
ゲ
ー
ム
で
は
、
号
令

を
か
け
て
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ

て
、
赤
と
白
の
旗
を
挙
げ
下
げ

(5)第62号

し
ま
し
た
。

腕
を
挙
げ
る

こ
と
に
よ
り
、

可
動
域
を
広

げ
、
よ
い
運

動
に
も
な
り

ま
し
た
。

数
字
合
わ
せ
ゲ

l
ム

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
書
い
た

計
算
問
題
を
見
て
、
1
1
3
の

数
字
力
|
ド
で
答
え
を
出
し
て

も

ら

う

ゲ
ー
ム
。

指
を
使
っ

た
り
、
隣

の
方
に
確

認
し
な
が

ら
、
楽
し

く
答
え
合

わ
せ
を
し

ま
し
た
。

正
解
者

に
は
、
さ

さ
や
か
な

景
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト

し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
対

策
と
し
て
、

パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
を
活

用
し
な
が
ら
、

安
全
な
環
境

に
て
楽
し
く

お
食
事
を

取
っ
て
い
た

だ
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、

マ
ス
ク
着
用

を
徹
底
し
な

が
ら
、
毎
日
、

元
気
に
体
操

を
行
っ
て
い
ま
す
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
際
、

季
節
の
飾
り
を
作
リ
、
壁
に
飾

っ
た
り
、
天
井
か
ら
吊
る
し
た

り
し
て
季
節
感
を
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。
ひ
な
ま
つ
り
の
お
祝

い
で
桜
餅
を
食
べ
て
記
念
写
真

を
撮
り
ま
し
た
。

手
指
消
毒

を
し
、
感
染

予
防
を
し
な

が
ら
、
創
作

活
動
で
菜
の

.

花
や
革
作
り

rl畠

を
し
ま
し
た

ow
d

個
性
を
活
か
し
た
色
使
い
で
素

敵
な
作
品
を
作
る
乙
と
が
で
き

ま
し
た
。
創
作
活
動
は
、
仕
上

が
っ
た
作
品
を
手
に
す
る
こ
と

で
、
達
成

感
や
喜
び

に
繋
が
り
、

大
変
喜
ば

れ
て
い
ま

す
。洗

濯
バ
サ
ミ
を
使
い
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
を
卵
の

パ
ッ
ク
に
入
れ
て
い
く
ゲ
ー
ム
。

最
初
は
上
手
に
出
来
な
か
っ
た

利
用
者
様
も
、
-
開
4
d
a
E
'

徐
々
に
慣
れ

'
d
EF-
-E

て
ス
ム
ー
ズ

圃
F
守
¥

に
掴
む
乙
と

f
M
-
H
F

が
出
来
ま
し

l
l
H
E
B
---
一

た
。
手
先
を

1

語

陸
一

使
う
ゲ
ー
ム

1

雇

種

は
、
脳
の
活

E
Fド
l
k

性
化
に
繋
が
り
、
認
知
症
予
防

に
大
変
効
果
的
で
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
川
柳

泣
い
て
笑
っ
て
五
七
五



第62号 (6)

ケアハウス広瀬

ケ
ア
ハ
ウ
ス
で
過

ご
さ
れ
る
方
の

1
日

の
生
活
の
中
に
、
健

康
体
操
と
い
う
も
の

が
あ
り
ま
す
。

ケ
ア
ハ
ウ
ス
の
食

堂
で
、
希
望
さ
れ
る
方
を
対
象

に
叩
時
か
ら
看
護
職
員
が
運
動

の
先
生
と
な
り
体
操
を
行
っ
て

い
ま
す
。

梁 川ホームだよ令和 3年4月22日

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

り
、
外
出
す
る
機
会
も
少
な
く
、

運
動
不
足
の
解
消
や
ご
自
身
の

健
康
維
持
の
た
め
に
参
加
さ
れ

て
い
る
方
が
多
く
、
楽
し
ん
で

体
を
動
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
天
気
の
良
い
日
に
は
、

運
動
の
た
め
に
外
に
出
掛
け
、

中
庭
を
散
歩
し
た
り
と
、
意
欲

的
に
体
を
動
か
さ
れ
て
い
る
方

も
い
ま
す
。

船
に
浸
か
れ
る
お
風
呂
と
な
っ

て
い
ま
す
。

浴
室
に
は
大
き
な
ガ
ラ
ス
窓

が
あ
り
、
四
季
折
々
の
景
色
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ケ
ア
ハ
ウ
ス
に
は
、

2
種
類

の
お
風
呂
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
一
つ
目
は
、
大
浴
場
で

す
。

一
度
に
叩
人
く
ら
い
は
入

れ
る
大
き
さ
の
お
風
呂
で
す
。

2
つ
目

は
特
殊
浴

槽

で

す

。

こ
ち
ら
は
、

機
械
で
動

き
、
座
っ

た
姿
勢
の

ま
ま
、
湯

3
月
の
下
旬
に
、
入
居
者
の

方
に
手
伝
っ
て
い
た
だ
き
、
ケ

色
紙
に
折
り
紙
で
作
っ

た
ひ
な
人
形
を
貼
り
付
け
、

ひ
な
飾
り
を
製
作
し
ま
し

た
。い

ろ
い
ろ
あ
る
折
り
紙

か
ら
、
自
分
好
み
の
色
を

見
つ
け
皆
さ
ん
楽
し
ん
で

製
作
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

個
性
あ
ふ
れ
る
、
か
わ

い
ら
し
い
ひ
な
飾
り
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
ひ
な
ま
つ
り
の
自
に
は
、
皆

さ
ん
と
体
を
動
か
す
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
、
体
を
動
か
し
た
後
に
、
甘

酒
と
さ
く
ら
餅
を
食
べ
ま
し
た
。

ア
ハ
ウ
ス
の
畑
に
じ
ゃ
が
芋
を

植
え
ま
し
た
。

入
居
者
の
方
に
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
き
な
が
ら
作
業
し
、

心
地
よ
い
汗
を
か
き
ま
し
た
。

ん

w
e--a'

治問

ωぬ
…



令和 3年4月22日

伊達市
梁川地域包括支援センター

担当:林

リ梁川 ホームだよ(7)第62号

春
を
迎
え
、
皆
様
に
は
益
々

ご
健
勝
の
乙
と
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
毎
年
口
月
に
当
事
業

所
を
ご
利
用
さ
れ
て
い
る
皆
様

に
満
足
度
調
査
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

皆
様
に
紙
面
で
の
ア
ン
ケ
ー

ト
に
お
答
え
い
た
だ
き
、
ご
利

用
に
つ
い
て
の
ご
意
向
を
真
撃

に
受
け
止
め
、
皆
様
か
ら
選
ば

れ
る
事
業
所
と
し
て
遁
進
し
て

行
く
所
存
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

予
防
の
た
め
、
外
出
す
る
機
会

が
少
な
く
な
り
、
心
身
機
能
の

低
下
が
み
ら
れ
る
方
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

介
護
に
つ
い
て
お
悩
み
事
が

あ
れ
ば
、
気
兼
ね
な
く
当
事
業

所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。



第62号 (8)

一

圃

合

冊

む

一

一
圃
災
害
か

5
身
を
守
る
一

一-
mの
知
恵
担
当
一高野一

り

2
0
1
1
年
3
月
刊
目
、
福

島
県
で
最
大
震
度
6
強
の
揺
れ
を

観
測
。
停
電
に
よ
り
照
明
や
暖
房

が
消
え
、
情
報
は
殆
ど
入
っ
て
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
水
道
、が

使
え
ず
何
度
も
給
水
所
を
往
復

し
た
り
、
ガ
ソ
リ
ン
を
確
保
す
る

た
め
福
島
市
内
ま
で
車
を
走
ら

せ
た
り
も
し
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら

叩
年
、
災
害
か
ら

身
を
守
る
ゅ
の
知

恵
を

ご
紹
介
し

ま
す
。

だ よム梁川ホ

「
L
E
D
袋
被
せ
て

ラ
ン
タ
ン
に
」

令和3年4月22日

缶
詰
の
底
を
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で

と
す
る
と
、
縁
が
削
ら
れ
開
け
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。

L
E
D
ラ
イ
ト
に
レ
ジ
袋
を
被

せ
る
と
、

周
り
を
照
ら
す
ラ
ン
タ

ン
の
代
わ
り
と
し
て
使
用
で
き
ま

す
。-F「

缶
詰
を
道
で

園
司

と
す
れ
ば
フ
タ
聞
く
」

「
カ
ッ
プ
麺
水
を
注
い
で

巧
分
」

カ
ッ
プ
麺
は
、
水
を
注
い
で
円

分
待
て
ば
、
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

「
水
出
な
い
!
キ
ッ
チ
ン
鉄

で
ま
な
板
要
ら
ず
」

済いば ツ
み物、チ包

まが断ン丁
て少水鉄主

な時を iE
くの使註
て洗えを

使
わ
ず

，(l-(J() 

キ

「
保
冷
剤
捨
て
ず
に
冷
凍

出
番
待
て
」

保
冷
剤
を
常
に
凍
ら
せ
て
お

け
ば
、
停
電
し
て
も
冷
蔵
庫
内
の

食
品
を
保
冷
す
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。「

ト
イ
レ
紙
件
家
」
抜
い
た
ら

コ
ン
パ
ク
ト
」

'k
，
 

・一

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

は
、
芯
を
抜
い
て
持
出
袋
に
入
れ

ま
し
ょ
う
。
か
さ
張
ら
ず
に
持
ち

出
せ
ま
す
。

圃
F
「
ホ
ツ
カ
イ
ロ
密
封
す
れ
ば

圃
司

後
で
ま
た
」

使
い
か
け
の
力
イ
口
を
ポ
リ

袋
で
密
封
保
存
す
る
と
、
袋
か

ら
出
し
再
び
利
用
す
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。

「
買
い
物
か
ご
は
頭
を
守
る

優
れ
モ
ノ
」

お
買
い
物
中
に
大
き

な
揺
れ
を
感
じ
た
時
は
、

買
い
物
か
ご
を
被
リ
頭
部
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
グ
ラ
ッ
と

き
た
ら
全
て
押
せ
」

乗
車
時
に
地
震
が
来
た
ら
、
全

て
の
ボ
タ
ン
を
押
し
ま
し
ょ
う
。

最
寄
り
の
階
で
停
車
し
ま
す
。
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室Pて (⑤ ( 票

ド ⑧内6 ミ
警護 ⑨長⑨ 三

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
来
園
状
況

(
令
和
3
年

1
月
i
令
和
3
年

3
月
)

-
定
期

.
三
浦
理
容
様
、
菊
池
理
容
様
(梁
川

町
):・
理
髪

ご

遺

志

(
令
和
3
年

1
月
1
令
和
3
年

3
月
)

-
大
橋
涼
子
様
(故
大
橋
正
美
様
)

・
小
林
喜
博
様
(故
小
林
ミ
ヨ
様
)

・
羽
賀
弥
生
様
(故
菊
地
満
衛
様
)

.
佐
久
間
美
貴
子
様

(故
佐
久
間
書
助
様
)

.
鈴
木
和
子
様
(故
井
出
叡
子
様
)

ご
芳
志
・
ご
寄
付
・
ご
寄
贈

(
令
和
3
年

1
月
1
令
和
3
年

3
月
)

中
木
卓
也
様・
・・
ご
芳
志

幕
田
久
美
子
様
(宮
城
県

γ
・菓
子
、

飲
料

須
田
義
則
様
(梁
川
町
V
:
紙
オ
ム
ツ、

尿
取
り
パ
ッ
ド

-
小
賀
坂
義
行
様
(梁
川
町
):・
菓
子
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー

-
佐
藤
健

一
郎
様
(
川
俣
町
):・
菓
子

泣
谷
常
雄
様
(
福
島
市
)・:
菓
子

佐
藤
英
吉
様
(
梁
川
町
):
・飲
料
、
紙

オ
ム
ツ

・
岡
崎
静
江
様
(宮
城
県
)、

菊
田
和
加

代
様
(東
京
都
}
:
菓
子

-
雨
田
敏
子
様
(伊
達
市
V
:
飲
料

-
梁
川
寿
ク
ラ
ブ
様
(
梁
川
町

γタ
オ
ル

佐
藤
福
太
郎
様
(梁
川
町
V
:
菓
子

温
谷
三
女
様
(梁
川
町
}
:
菓
子

日
下
栄
子
様
(梁
川
町

γ
・菓
子

石
塚
勝
美
様
(国
見
町
V
:
エ
プ
ロ
ン

機能訓練指導員
[資格]理学療法士・作業療法士・看護師

[時間19:00 -18:00 
[休日]土・日・祝、年来年始

[給与例1193.000円 -224.000円(+諸手当)

社保完備/交通費支給ノ有給休暇は入職直後から

取得可能/特定処遇改善手当・処遇改善手当支給/

賞与実績4.1ヶ月/退職金制度

主

#e
mp吋

気
温
も
暖
か
く
な
り
、
職
場
か
ら

見
え
る
景
色
も
色
鮮
や
か
で
す
。

花
粉
症
の
方
に
は
つ
ら
い
時
期
で

も
あ
り
ま
す
ね
。

天
気
の
良
い
日
に
は
、

梁
川
ホ
ー

ム
か
ら
吾
妻
山
の
「
種
ま
き
兎
」が、

本
当
に
き
れ
い
に
見
え
ま
す
。

「春
、が
来
た
。」

種
ま
き
兎
を
み
る
と
、
そ
う
い
う

気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

編
集
担
当
・
・
大
槻
宗
貴

個
人
情
報
保
護
法
に
よ
り
、
紙
面
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真
は
、
ご
本
人
の

承
諾
を
得
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。


